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日本農業市場学会 Newsletter No.49（2011年５月25日）

●発行：日本農業市場学会事務局

〒069-8501 北海道江別市文京台緑町582

酪農学園大学 農業経済学科 気付

TEL: 011(386)1111 内線4903

FAX: 011(387)6092

E-mail: sugimura@rakuno.ac.jp

日本農業市場学会２０１１年度大会 案内

１．大会日程

７月１日（金） 各種委員会 １４：３０～１６：３０

理事会 １６：３０～１８：００

７月２日（土） シンポジウム ９：００～１７：００

総会 １３：００～１４：００

懇親会 １７：３０～１９：３０

７月３日（日） 個別報告 ９：００～１４：３０

２．大会会場：鹿児島大学農学部・郡元キャンパス（鹿児島市郡元1丁目21番24号）

シンポジウム・総会 鹿児島大学農学部共通棟 101号

懇親会会場 ジェイドガーデンパレス（鹿児島市上荒田19番1号）

個別報告（６会場） 鹿児島大学農学部共通棟 102号、103号、104号、105号、

201号、202号

理事会 鹿児島大学農学部共通棟 33セミナー室

各種委員会 鹿児島大学農学部共通棟

企画：33セミナー室、学会誌編集：31セミナー室

学会賞選考：32セミナー室

３．参加費用

大会参加費（資料代含む） 会員：３，０００円、 一般：３，５００円

懇親会 会員・一般：５，０００円、学生会員：３，０００円

４．参加申し込みについて

参加の方は同封のはがきに必要事項をご記入の上６月１０日（金）までにご投函ください。

託児先の手配を大会実行委員会で承ります。ご希望の方は、大会実行委員会事務局

（TEL:099-285-8627）に６月１０日（金）までにご連絡ください。
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５．大会実行委員会

鹿児島大学農学部 〒890-0065 鹿児島市郡元1丁目21番24号

実行委員長：岩元 泉 TEL：099-285-8626 E-mail：izumi@agri.kagoshima-u.ac.jp

事 務 局：豊 智行 TEL：099-285-8627 E-mail：yutaka@agri.kagoshima-u.ac.jp

６．大会プログラム

●シンポジウム ７月２日（土） ９：００～１７：００ 鹿児島大学農学部共通棟 101号

テーマ：食料・農産物市場の変化と現段階

座長：小野雅之（神戸大学）・冬木勝仁（東北大学）

１）会長挨拶 ９：００～ ９：１０

２）座長解題 ９：１０～ ９：２０

３）報告

・第１報告 「政策推転とその下での米需給・価格および水田農業構造」

磯田 宏（九州大学大学院農学研究院） ９：２０～１０：００

・第２報告 「食品小売市場の再編と小売主導型流通システム」

木立真直（中央大学商学部） １０：００～１０：４０

・第３報告 「流通システムの変化と卸売業の再編」

杉村泰彦（酪農学園大学農食環境学群） １０：４０～１１：２０

４）コメント

豊 智行（鹿児島大学農学部） １１：２０～１１：４０

昼食 １１：４０～１３：００

総会及び学会賞表彰式 １３：００～１４：００

５）総合討論 １４：００～１６：５０

６）座長総括 １６：５０～１７：００

７）閉会・副会長挨拶

●懇親会 ７月２日（土） １７：３０～１９：３０

ジェイドガーデンパレス（鹿児島市上荒田19番1号）

※シンポジウム・総会会場から歩いて10分以内です。

●個別報告 ７月３日（日） ９：００～１４：３０

・個別報告プログラムにつきましては、近く学会ホームページに公開します。

・個別報告は各報告、発表時間２０分、質疑１０分です。

・個別報告でプロジェクターを使用する場合、使用するファイルを個別報告前日（7月2日）
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の12:00～15:00 に受付に提出して下さい。前日の提出が困難な場合は、6月24日（金）

までに大会実行委員会事務局（yutaka@agri.kagoshima-u.ac.jp）に添付ファイルにて送

信して下さい。受信したことをお知らせするメールを返信いたしますので、必ずそれを

ご確認下さい。

・当日会場で用意するソフトウェアは、「Microsoft PowerPoint Viewer」および

「Adobe Reader X」です。

・「Microsoft PowerPoint Viewer を使用すると、PowerPoint 97およびそれ以降のバージ

ョンで作成されたプレゼンテーションを忠実に再現して表示することができます。」（Mic

rosoft社ホームページ）とありますが、事前に必ず当該ソフトウェアを用いて画面の崩

れがないか動作確認を行って下さい。「Microsoft PowerPoint Viewer」は、以下のアド

レスから無料で入手できます。

http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?familyid=CB9BF144-1076-4615-9951-

294EEB832823&displaylang=ja

・不慮の事故によるデータ損失を防ぐため、２個以上の電子媒体（例えばUSBメモリ2個）

にファイルを保存してご持参下さい。

●大会シンポジウムのねらい

農業市場学会は，来年４月に創立20周年を迎えることから，今年度と来年度の２回のシン

ポジウムを関連づけて，全体として「食料・農産物市場の現段階と研究の課題」について論

じる機会にしたい。

このような構想のもとで，今年度のシンポジウムでは，「食料・農産物市場の変化と現段階」

をテーマに，10年前の市場学会５巻本以降の食料・農産物市場・流通をめぐる状況の変化を

踏まえて，食料・農産物市場・流通の現段階を把握し，そのうえで来年度のシンポジウムで

は，この10年間の研究の軌跡と到達点，課題について検討することを予定している（「食料・

農産物市場研究の軌跡と課題（仮）」）。

その際に，今年度のシンポジウムでは，食料・農産物を品目別に取り上げるのではなく，

この10年間の食料・農産物市場をめぐる状況の主要な変化，すなわち①ＷＴＯ，ＦＴＡ／Ｅ

ＰＡ，ＴＰＰなどの国際的枠組みの変化や，国際市場・貿易の変化，②新自由主義的構造改

革農政・担い手選別農政から2010年基本計画・戸別所得補償への国内農業政策の変化，③小

売業の再編と巨大化，小売業主導型流通システムの強まり，④商社を中心とした食品卸売業

の大規模な再編と農畜産物卸売業の変化，⑤ＢＳＥ問題以降の食の安全・安心への関心の強

まりを，踏まえつつ，それぞれの視点から食料・農産物市場・流通の現段階について論じる

ことを意図した。

ただ，これらのすべてを論ずるには時間的制約があるため，今回のシンポジウムでは，上

記のうち主として②～④の点に関する３名の報告とともに，⑤に関してはコメンテーターか

ら補足をお願いすることにした。

報告およびコメントを踏まえつつ，総合討論で活発な議論が展開されることを期待したい。



会場案内（鹿児島大学農学部・郡元キャンパス）

〒890-8580 鹿児島市郡元1丁目21番24号

●ＪＲ鹿児島中央駅からの交通アクセス
【 市 電 】郡元行き たばこ産業前電停下車
【市営バス】9・11・20番線（鴨池港行き）鹿大正門前下車

会場：鹿児島大学農学部共通棟
シンポジウム・総会：101号
個別報告：102号，103号，104号，

105号，201号，202号


